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●
中
山
間
直
接
支
払
制
度

の
現
況

本
年
産
米
の
作
柄
は
、

作
況
指
数
１
０
３
と
豊
作

基
調
で
推
移
し
て
い
る
な

か
５
年
間
の
中
山
間
直
接

支
払
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
後
期
対
策
で
は
、
集

落
の
10
年
後
の
姿
を
想
定

し
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
作
成
が
必
須
要
件
と
な

る
。ま
た
Ｈ
19
年
度
よ
り
、

減
反
政
策
も
生
産
者
・
生

産
団
体
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
、
米
政
策
も
変
容
す

る
。

●
梅
雨
末
期
の
豪
雨
災
害

対
策
の
事
務
調
査

河
川
２
件
、道
路
５
件
、

農
地
２
件
、た
め
池
１
件
、

農
道
１
件
と
な
っ
て
い

る
。現

在
世
羅
町
で
の
豪
雨

の
備
え
は
、
別
迫
・
安

田
・
旧
世
羅
町
庁
舎
・
黒

川
の
４
ヶ
所
に
設
置
さ
れ

た
ア
メ
ダ
ス
シ
ス
テ
ム
で

の
状
況
把
握
、
ま
た
県
・

国
の
防
災
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
の
注
意
報
、
警
報
に
対

応
し
て
い
る
。

●
産
直
市
場
の
大
見
・
西

大
田
の
２
カ
所
現
地
調
査

両
市
場
と
も
Ｈ
10
年
の

オ
ー
プ
ン
よ
り
、
年
々
販

売
金
額
も
増
え
、
前
年
度

比
15
％
伸
び
を
維
持
し
、

会
員
数
も
拡
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
し
か
し
冬
場
の

品
物
の
減
少
と
い
う
共
通

の
課
題
が
あ
る
。
既
存
の

ハ
ウ
ス
な
ど
の
、
有
効
活

用
を
含
め
品
数
の
確
保
が

今
後
の
課
題
で
検
討
を
要

請
す
る
。

産
直
市
場
活
性
化
は
冬
場
の
産
物
確

保
が
今
後
の
課
題

“報告”�“報告”�

駐車場も完備　順調に進む西大田ふれあい市

販
売
も
上
昇
、
会
員

増
に
つ
な
が
る

にぎわいをみせ始めた大見ふれあい市

引
き
続
き
５
年
間
中

山
間
直
接
支
払
制
度

ス
タ
ー
ト

ア
メ
ダ
ス
シ
ス
テ
ム

で
対
応
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○
学
校
給
食
の
運
営
方
法

事
務
調
査

学
校
給
食
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
Ｈ
18
年
度
統

一
、
結
論
は
学
校
給
食
運

営
委
員
会
等
で
の
審
議
を

経
て
11
月
に
結
論
を
出
す

予
定
。「
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
検
討
は
し
て

い
な
い
が
、
行
財
政
改
革

の
中
で
方
向
性
が
出
た
時

点
で
検
討
し
て
ゆ
く
。

○
常
備
消
防
世
羅
西
出
張

所
の「
消
防
・
救
急
施
設
」

の
経
過

当
初
か
ら
救
急
消
防
で

あ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
変
わ
ら
な
い
。
今
の
処

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状
況

直
ち
に
影
響
な
し

未
満
児
保
育
要
望
が
急
増

三
原
市
消
防
が
進
め
て
い

る
方
針
に
よ
り
進
め
て
ゆ

く
し
か
な
い
。
合
併
と
い

う
事
情
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
行
政
と
し
て
説
明
責

任
が
と
れ
る
よ
う
万
全
を

期
す
よ
う
委
員
会
と
し
て

要
望
。

○
通
学
費
補
助
事
務
調
査

３
つ
の
中
学
、
３
つ
の

制
度
は
適
当
で
は
な
く
、

同
じ
町
内
の
子
供
達
の
教

育
は
公
平
に
す
べ
き
で
あ

り
、
遠
距
離
で
の
自
転

車
・
バ
ス
通
学
の
違
い
は

早
く
解
消
し
た
い
。
関
係

者
と
理
解
を
得
る
場
を
作

り
、
早
い
時
期
に
方
向
性

を
出
し
た
い
。

●
福
祉
関
係
事
務
調
査

今
回
の
介
護
保
険
法
改

正
に
よ
り
　
◎
施
設
利
用

者
が
対
象
と
な
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
食
費
の
関
係

◎
予
防
事
業
に
主
眼
を
置

く
、
軽
度
認
定
者
・
要
支

援
手
前
の
人
を
中
心
に
予

防
事
業
を
取
り
入
れ
て
ゆ

く
◎
地
域
全
体
を
見
渡
し

て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

と
い
う
こ
と
を
包
括
し
た

か
た
ち
で
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
考
え
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。

は
、
財
政
課
が
対
応
し
専
門

的
な
こ
と
は
、
関
係
機
関
を

紹
介
し
て
い
る
。

●
甲
山
・
大
田
保
育
所
現

地
調
査

両
保
育
所
と
も
、
入
所

者
が
非
常
に
多
く
（
甲
山

95
人
大
田
１
４
６
人
）
両

施
設
と
も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
又
、
駐
車
場
な

ど
の
施
設
面
で
の
課
題
も

学
級
給
食
運
営
委
員

会
の
動
き
を
み
て
。

三
原
市
消
防
計
画
に

の
っ
て
進
め
る

○
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
・
現
地
事
務
調
査

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状
況

は
87
施
設
中
、
66
施
設
使

用
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
、
設
計
図
等
の
図
面
調
査

で
判
明
し
た
。
専
門
員
を
招

き
、
現
地
の
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
床
材
・
天
井
等
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
直
ち
に
飛
散
し
町

民
に
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
必
要
な
ら
予
算
措
置
を
行

い
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

民
間
施
設
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

直
ち
に
飛
散
し
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
。

早
い
時
期
に
方
向
性

を
だ
す
。

大
田
保
育
所
、
駐
車

場
　
手
狭
さ
に
苦
慮

多
い
。
そ
し
て
未
満
児

（
１
歳
〜
３
歳
未
満
）
保

育
要
望
が
非
常
に
強
い
。

休
日
保
育
・
夜
間
保
育
な

ど
総
合
的
に
検
討
し
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
な
い

努
力
を
今
し
て
い
る
。

行
政
と
し
て
は
、
施
設

統
合
が
先
に
立
つ
の
で
な

く
、
保
育
所
再
編
成
整
備

は
、
合
併
時
の
課
題
と
し

て
残
っ
て
お
り
、
保
護
者

等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
１
月
末
迄
に
は
集
計

し
結
論
付
け
て
ゆ
く
。

幼
稚
園
運
営
に
民
間

企
業
進
出
の
動
き

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
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な
っ
た
。

・
今
後
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上

げ
、
ワ
イ
ン

会
の
実
施
、

ワ
イ
ン
愛
好

会
の
募
集
、

旅
行
会
社
の

商
談
会
へ
の

参
加
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
観
光

農
園
と
の
連

携
、
カ
ー
ナ

ビ
へ
の
掲

載
、
観
光
客

誘
致
に
万
全

を
期
す
。

●
進
捗
状
況

７
月
１
日
か
ら
８
月
10

日
ま
で
の
期
間
公
募
し
て

い
た
、
県
民
公
園
・
農
業

公
園
の
統
一
愛
称
が
応
募

数
３
４
１
通
の
中
か
ら
、

神
奈
川
県
の
赤
羽
和
親
氏

の
『
せ
ら
夢
公
園
』
に
決

ま
る
。

・
せ
ら
花
街
道
と
と
も
に

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
定
着
さ
せ

る
努
力
が
必
要
に
な
る
。

10
月
４
日
、
本
会
議
に

お
い
て
第
３
セ
ク
タ
ー
セ

ラ
ア
グ
リ
パ
ー
ク
を
指
定

管
理
者
に
選
定
し
た
。
ま

た
、
ワ
イ
ン
や
み
や
げ
物

を
販
売
す
る
カ
ン
ト
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
は
当
初
、
セ
ラ

ア
グ
リ
パ
ー
ク
の
管
理
運

営
部
門
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
醸

造
部
門
か
ら
仕
入
れ
て
販

売
を
し
、
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
８
月
の
運
営
会

議
・
取
締
役
会
で
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
事
業
部
に
変
更
に

と
し
て
は
、
設
置
要
望
を

提
出
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
予
算
の
必
要
性
も
あ

り
賛
否
両
論
の
あ
る
な
か

よ
く
み
き
わ
め
て
、
今
後

の
対
策
を
検
討
。

・
国
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
な
か
、
甲
山
│
尾
道
間

は
、
工
事
２
件
を
除
き
、

全
工
事
が
発
注
、
部
分
開

通
の
見
通
し
が
で
き
て
き

た
。
し
か
し
今
の
段
階
で

は
、
工
事
進
捗
状
況
を
み

な
が
ら
で
な
い
と
発
表
で

き
な
い
と
の
見
解
で
あ

る
。

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南
全
区
間
工
事
中

交
通
０
災
害
を
せ
ま
る

カ
ン
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
強
化

ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
部
設
立

法面工事が進む県民公園

●
進
捗
状
況

甲
山
Ｉ．

Ｃ
以
南
は
全

て
の
工
事
が
経
常
Ｊ
Ｖ
の

な
か
、
工
事
が
発
注
、
Ｈ

19
年
末
完
成
を
め
ざ
し
工

事
が
着
々
と
進
行
中
。

甲
山
Ｉ．

Ｃ
以
北
に
つ

い
て
は
、
用
地
、
物
件
等

補
償
の
た
め
の
測
量
中
、

補
償
交
渉
は
Ｈ
18
年
度
に

な
る
予
定
。

●
今
後
の
課
題

・
甲
山
Ｉ．

Ｃ
以
南
は
、

盛
土
と
な
る
土
砂
を
川
尻

地
区
に
ダ
ン
プ
車
に
て
運

搬
す
る
た
め
交
通
災
害
が

起
き
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
安
全
管
理
の
徹
底
を
促

す
。

・
国
の
直
轄
方
式
と
な

り
、料
金
が
無
料
化
さ
れ
、

第
２
イ
ン
タ
ー
設
置
が
可

能
と
な
り
、
期
成
同
盟
会

急ピッチですすむ農業公園の附属建物

着々と進む宇津戸川橋 橋梁工事

盛土中の川尻地区

セ
ラ
ア
グ
リ
パ
ー
ク

指
定
管
理
者
に

せ
ら
夢
高
原
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住民サイドで行革断行
強いリーダーシップを幹部に
求める

・
譲
渡
│
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
、
農
村
集
会
施
設
、

公
園
、
診
療
所

実
態
を
把
握
し
住
民
サ

イ
ド
で
の
検
討
を
要
請

◎
地
域
協
働
づ
く
り

・
社
会
教
育
施
設
の
公
民

館
を
自
治
公
民
館
に
移
行

・
自
治
組
織
の
育
成
強
化

・
新
た
な
公
益
法
人
の
創

設
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

し
て
い
る
な
か
、
住
民
へ

の
支
援
づ
く
り
が
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
強
く
要
請

◎
第
３
セ
ク
タ
ー
の
検
証

・
せ
ら
ア
グ
リ
パ
ー
ク

と
、
せ
ら
に
し
い
こ
い
の

広
場
が
対
象
、
評
価
委
員

◎
定
員
管
理
と
給
与
の
適

正
化

・
職
員
の
削
減
│
純
減
目

標
は
５
年
間
で
35
人
削
減

方
針

・
給
与
は
、
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
適
正
に
決
定

町
と
類
似
す
る
団
体
の

予
算
規
模
は
、
平
均
78
億

円
、
職
員
数
２
０
１
人
、

こ
の
方
針
で
は
真
剣
み
が

感
じ
ら
れ
な
い
、
職
員
数

と
規
模
の
検
証
を
指
摘
。

ま
た
、
給
与
の
適
正
化
は

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

体
制
を
強
く
要
望

◎
事
務
事
業
の
見
直
し

・
効
率
的
な
事
務
作
業
、

勤
務
時
間
の
弾
力
化
、
弾

力
的
な
職
員
配
置
、
決
裁

規
定
の
見
直
し

内
部
改
革
は
徹
底
し
断

行
を
要
請

◎
民
間
委
託
等
の
推
進

・
委
託
│
直
売
所
、公
園
、

旅
行
村
、社
会
教
育
施
設
、

老
人
福
祉
施
設

会
を
設
置
し
住
民
に
情
報

公
開
を
義
務
化

健
全
化
の
た
め
、
改
善

方
法
な
ど
検
討
課
題
で
あ

る
。

◎
経
費
の
節
減
・
合
理
化

・
滞
納
整
理
の
強
化

徴
税
員
の
任
命
、
職
員

の
増
員

・
負
担
金
、
補
助
金
事
業

の
整
理
統
合

・
未
利
用
、
公
有
財
産
の

処
分

・
ゼ
ロ
予
算
住
民
サ
ー
ビ

ス
事
業

職
員
が
汗
を
か
き
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
展
開

未
利
用
の
財
産
は
、
そ

の
開
発
効
果
等
検
証
の
必

要
性
を
要
請

◎
公
の
施
設
の
統
廃
合

・
保
育
所
の
整
備

再
編
整
備
計
画
の
策
定

・
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
整
備

小
学
校
適
性
規
模
検
討

委
員
会
に
て
検
討

◎
人
材
の
育
成

・
人
材
育
成

基
本
的
研
修
方
針
を
作

成・
職
員
の
意
欲
能
力
の
向

上
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

構
築ま

ず
職
員
の
意
識
改
革

が
大
事
で
あ
る
、
強
く
要

望
。

※
以
上
、
問
題
点
と
方
向

性
が
で
た
が
今
後
委
員
会

の
回
を
重
ね
、
住
民
サ
イ

ド
に
立
っ
て
検
討
し
、
強

い
自
立
で
き
る
改
革
プ
ラ

ン
に
向
け
て
、
委
員
会
と

し
て
提
案
し
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
て
ゆ
く
。

改
革
の
問
題
点
と

方
向
性
（
主
な
も
の
）

総務省から出された地方公共団体への指針をもとに５月から動きだした行財政改革も４ヶ
月が経過した。
行政だけに任せていては住民サイドの行革はできないと委員会を立ちあげた。
今迄５回の委員会を開催、提示されたプランを分析住民サービス低下の抑止、危機的状況

にある財政立直しなど、何が最善なのか、今、現状を把握し検討しながら、住民ニーズに対
応した改革に全力をあげている。




